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東
日
本
大
震
災

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

多
く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
、
そ
の
ご
家
族
様
へ

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る
と
と
も

に
、
北
広
島
町
と
し
て
も
、
国
・
県
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

実
施
し
た
支
援
策

○
消
防
職
員
の
被
災
地
派
遣

　

被
災
地
へ
の
救
助
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
３
月
12
日
か
ら
31
日
ま
で
消
防

職
員
延
15
名
と
救
急
車
１
台
を
派
遣
し

ま
し
た
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て
の
募

金
活
動

　

被
災
者
救
援
活
動
に
役
立
て
る
た

め
、義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
は
役
場
本
庁
・
各
支
所
、
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所
で
受
け
つ
け

て
い
ま
す
。

○
救
援
物
資
の
募
集
　

　

被
災
地
へ
送
る
た
め
、
タ
オ
ル
・
下

着
（
新
品
）・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
入
り
の
飲
用
水
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。（
現
在
、
募
集
は
終
了
し

て
い
ま
す
。） 

　

町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。　

　

東
北
関
東
大
震
災（
東
日
本
大
震
災
）

の
義
援
金
の
受
付
は
平
成
23
年
９
月
30

日
ま
で
引
き
続
き
、
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
・
各
支
所
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
の
た
め
に
は
、
息
の
長

い
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
義
援
金

　

７
９
８
万
８
７
０
６
円

（
３
月
30
日
現
在
。
銀
行
振
込
は
含

ま
な
い
）

　

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
者
支
援
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

品目 タオル バスタオル 肌着 下着

数 7,805 780 654 435

品目 靴下 カップ麺 レトルト食品 飲料用水

数 227 90 82 48

　

被
災
地
へ
送
る
た
め
の

救
援
物
資
を
募
集
し
た
結

果
、
４
８
７
件
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
救
援
物
資
の
内

訳
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　

救
援
物
資
は
広
島
県
を

通
じ
て
、
被
災
地
へ
送
ら

れ
ま
す
。

　

多
く
の
物
資
と
お
気
持

ち
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
現
在
、
募
集
は
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

３月 28 日、雄鹿原小学校で集めた義援金 34,741 円を芸北支
所長に手渡す、児童たち。

　

町
内
各
地
で
募
金
活
動
・
支
援
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
復
興

の
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４月３日、町内のサッカースクールが主催する復
興チャリティーサッカー大会が開催されました。
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◎
施
政
方
針
演
説

　

３
月
定
例
町
議
会
へ
平
成
23
年
度
の

当
初
予
算
を
提
出
す
る
に
あ
た
り
、
そ

の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
、
町
政
運

営
に
対
し
ま
す
私
の
基
本
的
な
考
え
方

を
申
し
述
べ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◎
国
の
地
方
財
政
対
策

　

平
成
22
年
度
の
わ
が
国
の
経
済
は
、

遅
れ
気
味
で
あ
っ
た
世
界
同
時
不
況
か

ら
の
回
復
に
、
よ
う
や
く
薄
日
が
差
し

始
め
た
と
の
見
方
も
出
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
累
積
１
０
０
０
兆
円
に
も
な
ん

な
ん
と
す
る
債
務
残
高
を
か
か
え
る
財

政
問
題
、
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
の

国
民
生
活
の
根
幹
を
な
す
社
会
保
障
制

度
改
革
、
更
に
は
そ
う
し
た
制
度
を
支

え
る
税
財
政
制
度
改
革
、
未
だ
高
水
準

で
推
移
す
る
失
業
率
や
大
学
生
・
高
校

生
の
新
卒
者
の
就
職
難
と
い
っ
た
雇
用

問
題
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
社

会
経
済
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
困
難
な
、

い
わ
ば
構
造
的
と
も
い
う
べ
き
問
題
に

直
面
を
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
環
境
に
お
い
て
も
、
社
会
的
・

経
済
的
な
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
急

激
に
変
化
を
し
て
き
て
お
り
、今
こ
そ
、

改
め
て
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
の
成
長
戦

略
を
明
確
に
し
、
超
少
子
化
・
高
齢
化

社
会
が
進
む
中
で
、
真
の
豊
か
さ
を
実

現
を
し
て
い
く
方
向
が
見
え
て
こ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
地
方
自
治
体
が
、
最
も
強
く
求

め
て
お
り
ま
す
「
地
方
主
権
改
革
」
に

つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
第
一
歩
と
な
る

べ
き
地
方
主
権
改
革
関
連
の
三
法
案

も
、
菅
内
閣
成
立
後
の
臨
時
国
会
に
お

い
て
審
議
も
行
わ
れ
ず
、
不
成
立
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
の
地
方
財
政
対
策

を
見
ま
す
と
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度

ベ
ー
ス
に
５
０
０
０
億
円
を
増
額
し
、

前
年
度
比
2.8
％
増
の
17
兆
４
０
０
０
億

円
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
１
兆
５
０
０
０
億
円
減
額
さ

れ
６
兆
１
０
０
０
億
円
と
な
り
、
実

質
的
な
地
方
交
付
税
は
１
兆
円
減
の

23
兆
４
０
０
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

地
方
が
、
そ
の
特
色
と
状
況
に
基
づ

い
て
、
自
主
的
・
主
体
的
に
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
基

盤
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、

補
助
金
等
の
一
括
交
付
金
化
に
つ
い
て

も
、
都
道
府
県
が
先
行
し
、
市
町
村
は

平
成
24
年
度
か
ら
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
が
主
張
す
る
自
主
性
の
高
い
税

財
源
の
配
分
と
な
る
制
度
設
計
に
な
る

の
か
否
か
、
そ
の
期
待
よ
り
も
懸
念
が

強
い
感
は
否
め
ま
せ
ん
。

◎
広
島
県
の
財
政
対
策

　

一
方
、
広
島
県
の
平
成
23
年
度
予
算

は
広
島
県
の
底
力
を
引
き
出
し
、
新
た

な
活
力
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

「
人
づ
く
り
」
と
「
新
た
な
経
済
成
長
」

を
重
点
２
分
野
と
し
て
集
中
的
な
投
資

を
行
う
と
し
て
い
る
ほ
か
、雇
用
対
策
、

地
域
経
済
活
性
化
対
策
、
地
域
生
活
基

盤
の
整
備
な
ど
、
平
成
22
年
度
補
正
予

算
と
一
体
と
し
た
切
れ
目
の
な
い
緊
急

経
済
・
雇
用
対
策
を
実
施
す
る
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

財
政
に
つ
い
て
も
、
弾
力
的
か
つ

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
に
む

け
て
、
健
全
化
対
策
に
取
り
組
む
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し

て
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予

算
は
、
９
３
１
９
億
円
、
対
前
年
度
比

45
億
円
、
率
に
し
て
0.5
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
、
税
交

付
金
を
除
い
た
一
般
歳
出
ベ
ー
ス
で

は
、
７
１
４
１
億
円
、
対
前
年
度
比

１
３
８
億
円
、
率
に
し
て
1.9
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◎
本
町
の
現
状

　

本
町
の
現
状
で
あ
り
ま
す
。
昨
夏
は

梅
雨
前
線
豪
雨
、
今
冬
は
大
豪
雪
に
見

舞
わ
れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
や
町
民
生

活
へ
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
国

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2011平成23年度
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木
材
株
式
会
社
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
・
タ
イ
ヤ
関
連
企
業
の
操
業

開
始
、
広
島
北
ホ
テ
ル
の
オ
ー

プ
ン
な
ど
、
新
た
な
企
業
の
立

地
も
あ
り
、
本
町
の
産
業
・
経

済
に
と
っ
て
大
き
な
前
進
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
有
効
求
人

倍
率
も
昨
秋
以
降
、
1.0
倍
を
上

回
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
２
月

末
時
点
で
は
1.20
倍
と
広
島
県
全

体
の
0.79
倍
に
比
較
し
て
も
、
求

人
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
あ
り

ま
す
も
の
の
、
雇
用
情
勢
は
一

時
に
比
し
て
著
し
い
回
復
を
み

せ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
国
勢
調
査
結

果
の
速
報
値
で
は
、
本
町
人
口

は
１
万
９
９
７
０
人
と
２
万
人

を
割
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
国
勢
調
査
に
対
し
て
、

県
内
で
も
10
％
を
超
え
た
り
、

全
国
で
は
20
％
を
超
え
る
減
少

率
の
自
治
体
も
あ
る
中
で
、
本

町
は
4.3
％
と
広
島
県
内
の
内
陸

部
及
び
全
過
疎
市
町
の
中
で
は

最
も
少
な
い
減
少
率
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
情
報
通

信
基
盤
「
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
」

の
全
面
的
な
サ
ー
ビ
ス
開
始
を

始
め
と
し
て
、ス
キ
ー
場
再
生
、

子
ど
も
農
山
村
交
流
、
景
観
形

成
、
北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

き
た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル
な
ど

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち

上
げ
、
更
に
は
千
代
田
中
学
校

給
食
の
開
始
や
大
塚
小
学
校
の

大
朝
小
学
校
へ
の
統
合
を
は
じ

め
と
す
る
教
育
改
革
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
政
策
に
基
づ

く
米
所
得
補
償
や
子
ど
も
手
当

の
支
給
、
更
に
は
緊
急
経
済
対

策
・
雇
用
対
策
に
即
応
し
て
、

町
道
・
林
道
の
改
良
や
森
林
路

網
整
備
・
間
伐
推
進
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
推
進
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

◎
本
町
の
財
政
状
況

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
本
町
は
、
新
町

誕
生
６
年
目
か
ら
新
た
な
５

か
年
計
画
の
行
財
政
改
革
を
推

進
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
・
効

率
的
な
提
供
を
行
う
た
め
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
に
よ
る
業

務
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
直
営
形
態
の
見
直
し
、
職

員
定
数
の
削
減
や
非
常
勤
嘱
託

な
ど
の
外
部
人
材
活
用
、「
必
要

性
」「
緊
急
性
」「
有
効
性
」
の

観
点
か
ら
事
業
仕
分
け
に
よ
る

事
業
選
択
な
ど
を
厳
し
く
進
め

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
政
策
的
財
務
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
普
通

会

計

の

町

債

残

高
（

町

の

借
金
）
で
は
、
平
成
16
年
度

末
２
４
８
億
８
９
０
０
万
円

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

度
末
２
１
４
億
９
５
０
０
万

円
と
な
り
、
今
年
度
末
に
は

２
１
３
億
１
６
０
０
万
円
と

35
億
７
３
０
０
万
円
の
縮
減
を

図
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
財
政

調
整
基
金
積
立
金
（
町
の
貯
金
）

で
は
、
合
併
当
初
の
平
成
16
年

広島北ホテル

度
末
僅わ

ず

か
１
億
６
０
０
万
円
で

あ
っ
た
積
立
金
が
、
平
成
21
年

度
末
６
億
９
０
０
０
万
円
と
な

り
、
今
年
度
末
に
は
11
億
円
と

合
併
時
か
ら
９
億
９
４
０
０
万

円
の
上
積
み
を
行
う
こ
と
が
で

き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
結

果
、
本
町
の
財
政
は
着
実
に
健

全
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今

後
、
学
校
建
築
や
耐
震
補
強
、

道
の
駅
第
２
期
整
備
、更
に
は
、

し
尿
処
理
場
の
改
築
な
ど
の
大

型
事
業
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
に
お
い
て
、
実

質
公
債
費
比
率
を
18
％
未
満
と

す
る
計
画
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
達
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
険
し
い
道
の
り
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
町
は
、
弾

力
性
に
乏
し
い
財
政
構
造
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
自
立
型
の
地

方
財
政
の
確
立
と
地
域
協
働
の

推
進
を
行
い
、
更
な
る
財
政
健

全
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◎
本
町
の
平
成
23
年
度
当
初
予
算

　

こ
の
た
め
、
本
町
の
平
成
23

年
度
当
初
予
算
は
、
引
き
続
き

よ
り
健
全
な
財
政
構
造
へ
と
転
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新道の駅
     太田 衣

え み

美 駅長

太田衣美駅長

「職員の方、地域の方とともにがんばっていき

たい。楽しく、明るい職場を目指します。」

　道の駅舞ロードIC千代田第Ⅱ期整備事業の推進

にあたり、整備して終わりではなく、その後の道

の駅を引っ張っていく人物が必要であり、そのた

めには整備事業のプランづくりの段階から積極的

に関わってもらうため、道の駅駅長を全国公募し、

186人の応募の中から太田駅長を採用しました。

今後、太田駅長を中心として、さらなる道の駅舞

ロードIC千代田の発展に取り組んでいきます。

換
を
図
り
つ
つ
、
国
の
緊
急
経

済
対
策
・
雇
用
対
策
及
び
地
域

活
性
化
交
付
金
・
き
め
細
か
な

交
付
金
等
を
活
用
し
た
平
成
22

年
度
２
月
補
正
予
算
と
一
体
的

で
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策
・

雇
用
対
策
を
進
め
る
と
と
も

に
、
長
期
総
合
計
画
の
基
本
目

標
で
あ
り
ま
す
「
定
住
と
交
流

の
拡
大
」
に
向
け
て
更
な
る
地

固
め
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
本
町
の
基
幹
的
産
業

で
あ
る
農
業
の
振
興
、
教
育
改

革
、
更
に
は
子
育
て
支
援
の
充

実
強
化
な
ど
の
重
点
分
野
に
積

極
的
に
投
資
を
行
う
予
算
編
成

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
23
年
度

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

１
４
５
億
５
０
０
０
万
円
、
対

前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
、

３
億
８
０
０
０
万
円
、
率
に
い

た
し
ま
し
て
2.7
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

①
定
住
と
交
流
の
拡
大
に
よ
る

地
域
再
生

　

施
策
展
開
の
１
つ
目
で
あ
り

ま
す
定
住
と
交
流
の
拡
大
に
よ

る
地
域
再
生
。
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
定

住
と
交
流
の
拡
大
を
目
指
し
、

地
域
再
生
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
▼
若
者
定
住
促
進
で
は
、

豊
平
地
域
・
芸
北
地
域
に
若
者

向
け
の
住
宅
地
造
成
、
住
宅
建

設
を
行
い
ま
す
。
▼
交
流
の
拡

大
で
は
、
芸
北
民
俗
芸
能
保
存

伝
承
館
の
本
年
４
月
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
神

楽
・
花
田
植
な
ど
の
伝
統
芸
能
・

文
化
の
保
存
・
伝
承
を
推
進
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
全
国
公

募
を
行
い
選
定
し
た
ロ
ゴ
・
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
活
用
し
、

大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
ま

す
北
広
島
町
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
観
光
協
会
・
商
工
会
な
ど

と
本
格
的
に
推
進
を
す
る
ほ

か
、
全
国
の
自
治
体
で
唯
一
の

取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す

生
物
多
様
性
保
全
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

町
の
持
つ
魅
力
・
ブ
ラ
ン
ド
を

町
の
内
外
へ
積
極
的
に
発
信
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
通
し
て
、
国
内
外

か
ら
の
教
育
旅
行
の
誘
致
や
ス

キ
ー
場
振
興
、
良
好
な
景
観
形

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
町
内
の
若

い
世
代
と
共
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

②
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
創
出

２
つ
目
は
、
活
力
あ
る
地

域
経
済
の
創
出
で
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
自
立
的
な
農
業

経
営
体
、
い
わ
ゆ
る
大
き
な

農
業
の
育
成
・
拡
大
と
と
も

に
、
小
規
模
・
零
細
農
業
、
い

わ
ゆ
る
小
さ
な
農
業
の
元
気
回

復
を
図
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

基
本
的
な
考
え
方
に
立
っ
て
、

将
来
に
向
け
て
、
新
た
に
本
町

の
農
業
経
営
の
基
盤
構
築
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
目

は
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確

保
対
策
の
積
極
的
な
推
進
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
本
町
の

農
業
研
修
施
設
で
の
研
修
に
加

え
て
、
広
島
県
農
業
者
大
学
校

へ
の
修
学
支
援
、
先
進
農
家
・

農
業
法
人
で
の
実
践
的
な
研
修

の
支
援
、
更
に
は
、
農
業
イ
ン

タ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
新
設
な

ど
、
本
町
の
明
日
を
担
う
農
業

後
継
者
の
確
保
・
育
成
対
策
を

総
合
的
に
推
進
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
２
点
目
は
、
き
た
ひ
ろ

し
ま
バ
ザ
ー
ル
の
本
格
展
開
で

あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
夏
の
完

成
を
目
指
し
て
道
の
駅
舞
ロ
ー

ド
の
第
２
期
整
備
へ
む
け
、
基

本
計
画
・
実
施
設
計
を
行
う
ほ

か
、
全
国
公
募
に
よ
り
採
用
し

た
新
駅
長
に
加
え
、
生
産
農
家

北広島キャンペーンロゴ

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2011平成23年度
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一般会計歳出（性質別）　145 億 5,000 万円

一般会計 145 億 5,000 万円
特別会計 065 億 8,740 万円
企業会計 0  9 億 8,462 万円

◎
用
語
解
説

地
方
交
付
税
▼
町
の
独
自
政
策
を
補

助
す
る
た
め
に
、
国
か
ら
町
に
交
付

さ
れ
る
お
金
。

国
・
県
支
出
金
▼
町
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
。

町
債
▼
公
共
事
業
な
ど
の
財
源
と
し

て
、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お

金
。

地
方
譲
与
税
▼
国
が
徴
収
し
た
特
定

の
税
目
の
税
収
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ

る
お
金
。

自
主
財
源
▼
町
税
、
分
担
金
、
使
用

料
な
ど
、
町
が
自
前
で
調
達
で
き
る

財
源
。

依
存
財
源
▼
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
財
源
。

人
件
費
▼
職
員
の
給
料
、
議
員
の
報

酬
な
ど
。

扶
助
費
▼
法
に
基
づ
き
生
活
維
持
す

る
た
め
に
支
給
す
る
費
用
。

公
債
費
▼
借
入
金
の
返
済
に
充
て
る

経
費
。

普
通
建
設
事
業
費
▼
道
路
な
ど
の
社

会
資
本
を
整
備
す
る
経
費
。

物
件
費
▼
賃
金
、
委
託
料
、
使
用
料

な
ど
の
経
費
。

維
持
補
修
費
▼
施
設
、
道
路
な
ど
の

維
持
補
修
に
係
る
経
費
。

補
助
費
▼
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
。

繰
出
金
▼
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、

ま
た
は
特
別
会
計
相
互
間
に
お
い
て

支
出
さ
れ
る
経
費
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
３

月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
国
の
経
済
対
策
及
び
雇

用
対
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る

と
と
も
に
、
第
２
次
行
財
政
改

革
に
よ
る
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

①人件費 31 億 4,537 万 7 千円 ②扶助費 16 億 4,465 万 1 千円

③公債費 27 億 6,008 万 4 千円 ④普通建設事業費 11 億 9,220 万 6 千円

⑤災害復旧費 3 億 714 万 8 千円 ⑥物件費 16 億 4,403 万 4 千円

⑦維持補修費 2 億 563 万 4 千円 ⑧補助費等 20 億 5,472 万 1 千円

⑨繰出金 15 億 5,903 万円 ⑩その他 3,711 万 7 千円

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩

義務的経費 51.9％ 投資的経費
10.3％ その他 37.8％

chapter 02

当
初
予
算

と
販
売
拠
点
と
消
費
者
を
結
ぶ
産
直
シ

ス
テ
ム
を
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
新
し
い
生

産
・
流
通
・
販
売
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
行
う
と
と
も
に
、
農
産
物
の
生
産
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
も
推
進
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
農

道
・
か
ん
が
い
排
水
事
業
・
た
め
池
な

ど
の
改
良
を
行
う
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
駆

除
の
た
め
、
防
止
柵
・
わ
な
の
設
置
な

ど
の
補
助
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
振
興
で
は
、
林
道
整
備
、
路
網
整

備
、
作
業
道
整
備
な
ど
を
行
い
、
公
共

施
設
の
改
修
な
ど
へ
間
伐
材
の
活
用
な

ど
、
木
材
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
商
工
業
振
興
で
は
、
町
内
の

景
気
対
策
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て
平
成

22
年
度
に
引
き
続
き
切
れ
目
の
な
い
対

策
を
す
す
め
る
ほ
か
、
町
商
工
会
と
の

連
携
の
も
と
町
内
で
の
消
費
拡
大
に
む

け
、
新
型
ユ
ー
ト
を
継
続
し
て
発
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

③
学
校
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実
強
化

　

３
つ
目
は
、
学
校
教
育
・
子
育
て
支

援
の
充
実
強
化
で
あ
り
ま
す
。
明
日
の

時
代
を
担
う
た
く
ま
し
い
人
材
の
育
成

の
た
め
、
▼
子
育
て
支
援
で
は
、
千
代

田
地
域
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建

築
を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
全
町
域
を
対

象
と
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
児
童
虐
待
防

止
対
策
、
地
域
で
の
子
育
て
力
の
充
実

な
ど
の
子
育
て
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
▼
学
校
教
育
で
は
、
芸

北
・
豊
平
・
千
代
田
地
域
で
の
学
校
適

正
配
置
の
推
進
や
校
舎
・
体
育
館
の
耐

震
化
・
大
規
模
改
修
な
ど
安
全
・
安
心

な
学
校
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
間
の
合

同
授
業
、
専
門
性
を
生
か
し
た
教
員
の

乗
り
入
れ
授
業
に
よ
り
ま
す
小
中
連
携

な
ど
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
学

力
向
上
・
体
力
向
上
対
策
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
更
に
は
、
生
活
や
学
習
面
で

の
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
特
別
支
援
教
育
支
援

員
や
家
庭
・
保
護
者
の
相
談
に
対
応
す

る
た
め
教
育
相
談
員
の
設
置
を
継
続

し
、
英
語
教
育
充
実
強
化
の
た
め
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
継
続
的
な
配
置
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
人
口
が
３
人
に
１

人
の
割
合
と
な
る
本
町
で
は
、
引
き
続

き
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
を
推
進
し
、

高
齢
者
の
健
康
増
進
、
高
齢
者
の
介
護

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

④
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

４
つ
目
は
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
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特別会計　65 億 8,740 万円

国民健康保険特別会計 21 億 5,800 万円 電気事業特別会計 4,490 万円

下水道事業特別会計 6 億 9,700 万円 芸北財産区特別会計 2,420 万円

農業集落排水事業特別会計 3 億 7,000 万円 診療所特別会計 1 億 6,900 万円

介護保険特別会計 21 億 9,100 万円 情報基盤整備事業特別会計 3 億 6,000 万円

簡易水道事業特別会計 3 億 1,500 万円 後期高齢者医療特別会計 2 億 5,830 万円

公営企業会計　9 億 8,462 万円

事業区分 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

水道事業 1 億 4,214 万 8 千円 １億 3,345 万 5 千円 557 万 9 千円 4,120 万 7 千円

病院事業 8 億 5,116 万 6 千円 8 億 5,116 万 6 千円 1,828 万 2 千円 4,639 万 5 千円

①町税 26 億 1,573 万 5 千円 ②分担金及び負担金 2 億 5,571 万 8 千円

③使用料及び手数料 1 億 7,655 万 6 千円 ④繰入金 2,355 万 9 千円

⑤その他の収入 2 億 445 万 7 千円 ⑥地方譲与税 2 億 3,402 万 8 千円

⑦地方交付税 65 億 950 万 2 千円 ⑧国庫支出金 13 億 250 万 6 千円

⑨県支出金 13 億 1,981 万 8 千円 ⑩町債 15 億 3,580 万円

⑪その他の交付金 3 億 7,232 万 1 千円

一般会計歳入　145 億 5,000 万円

①

② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

自主財源 22.0％ 依存財源 78.0％

超
少
子
化
・
長
寿
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
で
、
地
域
の
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ

り
、
耕
作
地
や
集
落
の
維
持
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

域
の
元
気
づ
く
り
へ
の
支
援
や
住
民
と

行
政
の
協
働
を
進
め
、
健
康
で
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
重
要

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
▼
地
域
協
議

会
へ
の
補
助
金
や
元
気
な
地
域
づ
く
り

交
付
金
な
ど
本
町
独
自
の
地
域
づ
く
り

施
策
に
加
え
ま
し
て
、
新
た
に
ゴ
ミ
の

減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
町
民
の
総
ぐ

る
み
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
▼
公
共
工
事
で
は
、
昨
年
の
豪

雨
災
害
復
旧
の
促
進
を
図
り
な
が
ら
、

国
道
・
県
道
の
改
良
や
町
道
の
改
良
、

河
川
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
道
路
台
帳
整

備
や
長
寿
命
化
の
た
め
の
橋
梁
の
点
検

な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
ス
ポ

ー
ツ
振
興
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に

合
わ
せ
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
行
う
こ
と
や

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
防
火
水
槽
の
設
置
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
自
主
防
災

組
織
で
も
対
応
で
き
る
小
型
の
消
防
積

載
車
や
消
防
団
員
の
消
火
活
動
を
安
全

に
行
う
た
め
防
火
服
を
導
入
し
ま
す
。

　

北
広
島
町
が
誕
生
い
た
し
ま
し
て
６

年
が
経
過
を
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

町
政
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大

き
く
変
化
を
し
て
お
り
、
ま
た
国
政
に

お
き
ま
し
て
も
、
政
権
交
代
後
も
様
々

な
困
難
に
直
面
を
し
て
い
る
中
で
、
本

町
は
健
全
財
政
へ
の
転
換
を
図
り
つ

つ
、
数
々
の
苦
難
・
困
難
を
克
服
し
な

が
ら
、
新
町
と
し
て
の
基
礎
、
基
盤
を

築
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
経
済
社
会
の

国
際
化
が
進
展
し
、
国
政
に
お
き
ま
し

て
も
大
き
な
変
化
の
可
能
性
も
否
め
な

い
中
で
、
北
広
島
町
は
、
自
己
判
断
・

自
己
責
任
に
よ
る
意
思
決
定
、
ま
た
、

そ
の
成
果
に
対
す
る
責
任
が
一
層
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
掲
げ
ま
し
た
こ
れ
ら

の
施
策
を
着
実
に
推
進
を
し
て
ま
い
り

ま
す
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
も
簡
素
に
し
て
効
率

的
な
行
財
政
を
構
築
し
、
「
希
望
の
持

て
る
、
元
気
な
町
」
を
目
指
し
て
、
更

な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア

ン
ド
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
創
造
と
挑
戦
～
」

知
恵
を
出
し
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

新
た
な
創
造
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
気
概

で
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
９
日

北
広
島
町
長　

竹
下 

正
彦

　

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2011平成23年度
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後
継
者
を
必
要
と
す
る
集
落
法
人
に
お

い
て
、
２
年
間
実
践
研
修
し
ま
す
。
研

修
期
間
中
は
研
修
資
金
を
交
付
し
ま
す
。

初
期
投
資
支
援

　

就
農
研
修
生
が
、
就
農
時
に
お
い
て

必
要
な
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
を
導
入
す

る
場
合
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

経
営
資
産
を
第
三
者
で
あ
る
本
研
修
生

が
譲
り
受
け
る
場
合
に
お
い
て
も
、
新

規
導
入
に
準
じ
ま
す
。

経
営
安
定
支
援

　

就
農
研
修
生
は
、
自
立
就
農
後
５
年

間
は
、
関
係
機
関
の
重
点
的
な
指
導
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
経
営
安
定
交

付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
規
就
農
支
援

　

研
修
生
以
外
が
、
認
定
就
農
計
画
を

策
定
し
県
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
就

農
時
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

問　

産
業
課
新
規
就
農
推
進
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

　

北
広
島
町
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た

め
に
は
、
次
世
代
を
担
う
意
欲
あ
る
青

年
を
確
保
し
、
農
業
を
専
業
と
す
る
経

営
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、長
期
的
視
野
に
立
ち
、

次
の
通
り
総
合
的
な
支
援
策
を
講
じ
ま

す
。

農
業
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
制
度

　

先
進
農
家
や
集
落
法
人
で
農
業
体
験

を
希
望
す
る
方
と
受
入
農
家
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
、
体
験
者
が
持
つ
農
業

イ
メ
ー
ジ
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
、
定
住
・
就
農
に
つ
な
げ
ま
す
。

就
農
研
修
生
支
援

①
農
業
者
大
学
校
就
学
支
援

　

25
歳
未
満
の
町
内
在
住
者
が
、
農
業

技
術
大
学
校
に
就
学
す
る
場
合
、
学
費

及
び
寮
費
の
一
定
額
を
助
成
し
ま
す
。

②
新
規
就
農
研
修
支
援

  

研
修
生
（
39
歳
以
下
）
が
、
北
広
島
町

新
規
就
農
研
修
施
設
、
先
進
農
家
又
は

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
事
前
に
登
録

し
た
団
体
が
集
め
た
資
源
ご
み
の
量
に

応
じ
て
、町
が
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
各
地
域
で
ご
み
減
量
や

環
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
資
源

ご
み
の
回
収
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
芸
北
・
大
朝
・
千
代
田
・
豊

平
の
４
地
域
で
、
１
人
あ
た
り
の
年
間

収
集
量
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
地
域
協

議
会
に
対
し
て
、
品
目
ご
と
に
20
万
円

の
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
各
地

域
で
協
力
し
、
町
民
総
出
の
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
と
し
て
資
源
ご
み
の
回
収
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
団
体

　

行
政
区
、
子
ど
も
会
、
女
性
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
住
民
団
体

対
象
４
品
目

　

▼
古
紙
（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
）、
▼
ア
ル
ミ
缶
、
▼
ス
チ
ー

ル
缶
、
▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

助
成
金
額

　

資
源
ご
み
の
量
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

き
５
円
。
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
は
切
り

捨
て
に
な
り
ま
す
。

手
続
き

　

事
前
に
町
民
課
へ
の
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。登
録
に
必
要
な
申
請
書
類
は
、

町
民
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

町
民
課
環
境
管
理
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

新
規
就
農
総
合
対
策
事
業

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

町
民
総
ぐ
る
み
運
動
事
業

平
成
23
年
度
で
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
、
町

の
重
点
施
策
な
ど
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

chapter 03

重
点
施
策
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安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
基
本
目
標
に
、
子
育
て
支
援
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
新
し
く
始
め
る
事
業

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
以

下
フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
略
す
）
を
開
設
し
、

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
、
援
助
を

行
い
た
い
人
を
結
び
つ
け
、
育
児
の
助

け
合
い
を
促
進
し
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
は

　

自
分
の
子
は
成
長
し
、
子
育
て
は
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
ま
た
子
育
て

に
参
加
し
た
い
、
未
来
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
の
た
め
子
育
て
世
帯
を
援
助
し
た

い
、
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
う
い
っ
た
援
助
し
た
い
人
と
、

現
在
子
育
て
中
で
援
助
を
必
要
と
し
て

い
る
家
族
を
登
録
な
ら
び
に
仲
介
を
行

い
、
結
び
つ
け
る
拠
点
が
フ
ァ
ミ
サ
ポ

で
す
。

具
体
的
に
は

　

ま
ず
、
援
助
を
し
た
い
人
は
フ
ァ
ミ

サ
ポ
に
登
録
し
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
に

な
り
ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
家
庭
が
必
要
な
援
助

（
▼
学
童
保
育
の
送
迎
、
▼
学
童
保
育

終
了
後
の
預
か
り
、
▼
保
護
者
の
短
時

間
・
臨
時
就
労
時
の
預
か
り
、
▼
学
校

放
課
後
の
預
か
り
、
▼
冠
婚
葬
祭
、
そ

の
他
の
預
か
り
）
を
フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
申

し
入
れ
し
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
登
録
し
て

い
る
会
員
の
中
か
ら
条
件
に
合
う
方
を

紹
介
し
、会
員
は
子
育
て
援
助
を
行
い
、

子
育
て
家
庭
は
基
準
に
し
た
が
っ
て
報

酬
を
支
払
い
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
会
員

全
体
で
子
育
て
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
行
う
気
運
を
盛

り
上
げ
、
多
様
な
労
働
環
境
に
あ
る
家

庭
で
も
安
心
し
て
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
が
可
能
な
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

　

会
員
登
録
の
仕
方
な
ど
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

北
広
島
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　

千
代
田
地
域
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
新
築
整
備
し
、
子
育
て
家
庭
間

の
交
流
や
各
種
子
育
て
支
援
施
策
の
拠

点
と
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

子
育
て
支
援
事
業

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2011平成23年度

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト

平
成
22
年
度
北
広
島
町
情
報
基
盤
整
備
工
事
（
２
期
）
に
係
る
財
政
措
置

整
理
結
果
　

　

平
成
22
年
４
月
30
日
に
議
決
さ
れ

た
平
成
22
年
北
広
島
町
情
報
基
盤
整

備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
計
上

の
情
報
化
施
設
整
備
工
事
請
負
費

３
億
９
６
３
８
万
６
千
円
に
つ
い
て

は
、
合
併
特
例
債
に
よ
る
財
源
措
置
を

講
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
財
政
調
整
基
金

で

対

応

す

る

こ

と

と

し

て

い

た

３
億
９
６
０
０
万
円
を
基
金
に
再
積
立

て
し
ま
し
た
。

整
理
結
果
に
至
る
ま
で
の
流
れ

　

工
期
内(

３
月
31
日)

ま
で
に
工
事

が
完
了
し
な
か
っ
た

　
　

↓

　

国
の
地
域
情
報
基
盤
整
備
推
進
交
付

金
及
び
過
疎
対
策
事
業
債
の
減
額

と
な
っ
た
。

　
　

　

臨
時
的
に
町
財
政
調
整
基
金
を
充
当

し
、
平
成
22
年
度
事
業
と
し
て
工
事

と
し
て
施
工
し
た
。（
６
月
末
完
成
）

　
　

　

国
県
と
の
協
議
で
平
成
22
年
度
合
併

特
例
債
事
業
と
し
て
適
用
を
受
け
た
。

　
　

　

充
当
し
た
工
事
費
を
全
額
、
財
政
調

整
基
金
に
再
積
立
て
し
た
。　

今
後
の
対
応

　

現
在
、
北
広
島
町
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ

エ
ス
ア
イ
株
式
会
社
は
、
損
害
賠
償
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
町
が
被
っ
た
損

害
を
回
復
さ
せ
る
べ
く
協
議
を
継
続
し

ま
す
。

問　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
７
４
４
７

平成 22 年度情報基盤整備工事
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事業費 396,386

財源

内訳

財政調整基金 396,000

一般財源 386

事業費 383,086

財源

内訳

合併特例債 363,900

一般財源 19,186

＊なお、事業費の違いは、精算による契約
金額を変更したことによる。

整理前　　　　　　　　　　（単位：千円）

整理後　　　　　　　　　　（単位：千円）



chapter 04

行
政
組
織

◎
本
庁
　

０
５
０ - 

５
８
１
２ - 
２
１
１
１
（
代
）

町
長

竹
下 

正
彦

副
町
長

伊
藤 

敬
之

危
機
管
理
監

若
本 
啓
二

総
務
課

課
長 

中
原 
健

課
長
補
佐

畑
田 

正
法

総
務
係

係
長 

坂
本 

伸
次

大
橋 

一
正
・
田
村 

智
行
・
宮
本 

真
里
・
原
田 

雄
二
・

大
本 

賢
一
郎
・
木
村 

隆
之

人
事
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
越
間 

裕
貴
・
久
次 

恭
子

行
政
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
国
吉 

孝
治
・
吉
岡 

秀
樹

派
遣
等

田
中 

淳
之
・
藤
吉 

康
弘

財
政
課

課
長 

新
枝 

和
範

課
長
補
佐石

川 

斎

財
政
係

係
長 

宮
地 

弥
樹

植
田 

優
香
・
服
部 

昌
英
・
梅
本 

孝
宏
・
溝
上 

正
義 

管
財
契
約
係

係
長 

田
辺 

正
康

五
反
田 

篤
・
國
芳 

顕

企
画
課

課
長 

古
川 

達
也

課
長
補
佐

浅
黄 

隆
文

企
画
調
整
係

係
長 

矢
部 

芳
彦

齋
藤 

栄
一
・
道
川 

智
治

地
域
振
興
係

観
光
担
当
専
門
員 

沼
田 

真
路

原
田 

靖
久
・
越
岡 

真
喜
子

観
光
連
盟
派
遣

清
見 

宣
正

立
地
定
住
推
進
室

室
長 

隅
田 

好
則

専
門
員

 

中
川 

克
也

開
本 

美
由
紀

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長 

末
田 

初
太
郎

次
長 

石
坪 
隆
雄

係
長

 

佐
々
木 

新
十

藤
井 

尚
志
・
田
辺 

康
行
・
河
野 

勝
暁

税
務
課

課
長 

信
上 

英
昭

課
長
補
佐林 

秀
治

所
得
係

係
長 

中
川 

俊
彦

竹
本 

美
恵
・
山
本 

剛
志
・
石
井 

佳
奈
・
日
高 

久
美
子

資
産
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
芥
川 

智
成
・
森
川 

恭
子
・
高
野 

さ
や
か
・
前
迫 

航
平

徴
収
対
策
室

室
長 

多
川 

三
友

税
務
査
察
員

辰
川 

勝
則

福
田 

透
江
・
伊
藤 

正
・
大
畑 

直
也

町
民
課

課
長 

輪
田 

孔
俊

住
民
係

係
長 

西
村 

豊

田
辺 

五
月
・
渡
辺 

雪
美
・
伊
藤 

新

国
保
年
金
係

係
長 

植
田 

伸
二

大
畑 

紹
子
・
藤
澤 

健
次

派
遣
（
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
）

亀
寶 

真

人
権
セ
ン
タ
ー

所
長 

角
田 

正
明

藤
田 

美
香

環
境
管
理
室

室
長 

齋
藤 

敏
広

専
門
員

 
小
椿 

治
之

土
井 

孝
行
・
小
山 

渓
太

　

《
新
設
》

新
規
就
農
推
進
室

　

農
業
後
継
者
の
確
保
・
育
成
対
策
を
総

合
的
に
実
施
す
る
た
め
、
産
業
課
へ
設
置
。

道
の
駅
整
備
室

　

道
の
駅
第
Ⅱ
期
整
備
事
業
の
推
進
、
き

た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本

格
的
な
展
開
を
行
う
た
め
、産
業
課
へ
設
置
。

夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン
推
進
チ
ー
ム

　

「
き
た
ひ
ろ
し
ま
・
夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
教
育
環
境
の
充
実
や
小
中
連

携
教
育
の
推
進
の
た
め
の
学
校
適
正
配
置

に
向
け
て
、
本
格
的
な
取
り
組
み
を
行
う

た
め
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
設
置
。

技
術
統
括
官

　

増
加
が
見
込
ま
れ
る
施
設
整
備
に
対

応
す
る
た
め
設
置
。

《
業
務
の
移
管
・
名
称
変
更
》

　

物
品
購
入
の
適
正
化
・
効
率
化
、
入

札
・
契
約
事
務
の
効
率
化
の
た
め
、
入

札
・
契
約
関
係
業
務
を
財
政
課
管
財
係

へ
一
元
化
し
、
新
た
に
財
政
課
管
財
契

約
係
と
す
る
。
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福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

所
長
兼
課
長 

友
田 

伸
江

課
長
補
佐

清
水 

孝
幸

福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
細
居 

治
・
沖
田 

浩
二
・
行
井 

秀
二
・
堀
田 

健
一
・

加
藤 

祥
子

子
育
て
支
援
室

室
長 

斎
藤 

茂
樹

専
門
員

 

三
宅 

克
江

国
吉 

朋
美
・
高
木 

智
典　

仁
愛
園

園
長 

友
広 

慎
治

事
務
長 

堀
田 

智
子

中
村 

加
代
子
・
藤
田 

秀
子
・
別
広 

志
満
子
・
美
濃 

恭
子
・

新
谷 

美
枝
子
・
森
脇 

千
恵
子
・
藤
井 

美
智
子
・
今
知 

智
子

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

上
田 

早
苗

片
桐 

裕
子
・
上
田 

和
永

八
幡
こ
ど
も
園

安
本 

美
和

新
庄
保
育
所

所
長 

奥
迫 

由
美

上
田 

澄
子
・
吉
岡 

晶
子
・
大
上 

理
恵

本
地
保
育
所

所
長 

古
川 

富
士
子

水
越 

季
美
子
・
川
本 

喜
美
代
・
津
賀
山 

有
紀
・

佐
々
見 

博
子
・
鳳
山 

直
美

南
方
保
育
所

所
長 

石
川 

瑞
枝

佐
伯 

幸
恵
・
小
笠
原 

麻
美

川
戸
保
育
所

所
長 

住
田 

千
代
花

住
吉 

美
寿
津
・
田
辺 

由
美

保
健
課

課
長 
山
根 

秀
紀

主
幹 

多
田 

誠
子

健
康
増
進
係

係
長 

藤
吉 

数
磨

竹
下 

美
樹
子
・
門
出 

暁
子
・
小
田 

千
里
・
迫
田 

智
恵
子
・

佐
田 

り
つ
こ
・
水
野 

雅
美
・
佐
々
木 

理
沙

介
護
保
険
係

係
長 

畑
田 

朱
美

泉 

裕
樹
・
坪
内 

聡
子
・
三
上 

瑠
衣

地
域
介
護
係

係
長 

福
田 

さ
ち
え

頼
政 

ミ
ノ
リ
・
新
増 

栄
史
・
廣
森 

弥
生

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 

上
新 
博
則

奥
田 

百
合
絵
・
岡
崎 

真
也

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

大
内 

由
美
子

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

次
長
補
佐 

萬
田 

晃
成

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 

環
樹

原
田 

典
子
・
宮
本 

す
ま
子
・
西
田 

智
絵
・
酒
井 

裕
子
・

薮
谷 

真
由
美
・
近
藤 

玉
江

八
幡
診
療
所

所
長 

松
浦 

源
太

中
村 

裕
子

芸
北
歯
科
診
療
所

所
長 

木
村 

菜
穂
子

岡
本 

登
美
子

産
業
課

課
長 

佐
渡 

宏
治

農
業
振
興
係

係
長 

滝
野 

修

下
杉 

昌
樹
・
大
内 

哲
治
・
西
岡 

直
美
・
和
泉 

智
子

農
地
調
整
係

係
長 

槙
野 

一
也

池
田 

真
未

林
業
振
興
係

係
長 

上
田 

俊
則

門
出 

泰
典
・
山
本 

一
久

新
規
就
農
推
進
室

室
長 
落
合 

幸
治

頼
政 

孝
治

道
の
駅
整
備
室

室
長 

佐
々
木 

直
彦

竹
下 

靖
彦

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

駅
長 

太
田 

衣
美

島
田 

英
樹

建
設
課

課
長 

山
田 

学

建
設
調
整
監

廣
中 

伸
孝

課
長
補
佐

土
井 

亮
三

都
市
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
出
廣 

美
穂
・
芥
川 

か
な
え

土
木
係

係
長 

川
手 

秀
則

高
下 

雅
史
・
中
野 

真
弘
・
迫
田 

弘
志
・
齋
藤 

兼
治

農
林
土
木
係

係
長 

堂
原 

千
春

専
門
員田

中 

正
基

竹
下 

秀
樹
・
松
若 

考
亮

県
派
遣

石
川 

一
義

技
術
統
括
監

田
上 

收
藏

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

渡
辺 

義
男

所
長
補
佐

佐
伯 

孝
之

国
土
調
査
第
１
係

係
長 

益
田 

智
幸

新
谷 

明
彦
・
大
野 

裕
紀

国
土
調
査
第
２
係
（
所
長
補
佐
兼
務
）
石
川 

尚

上
下
水
道
課

課
長 

稲
垣 

和
成

課
長
補
佐

清
水 

繁
昭

管
理
係

係
長 
砂
田 

寿
紀

細
居 

操
・
藤
田 

一
秀
・
清
水 

鉄
也

工
務
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
後
藤 

洋
治
・
是
角 

健
二
・
田
津 

正
敏

緑
清
苑

場
長 

松
浦 

誠

大
塚 

和
典

会
計
室

会
計
管
理
者 

高
松 

洋
子

田
中 

貴
子
・
和
泉 

正
明

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2011平成23年度
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◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

向
井 

隆
志

中
川 

和
美

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 

細
部 

俊
彦

課
長
補
佐

山
田 

正
彦

学
校
総
務
係

係
長 

迫
井 

一
深

浅
香 

潤
観
・
榎 

正
治
・
藤
井 

明
美

夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン
推
進
チ
ー
ム

専
門
員 

奥
田 

淳
治

学
校
指
導
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
庭 

潤
也
・
道
川 

和
樹

派
遣
（
県
教
委
）

沖
中 

満
春

生
涯
学
習
課

課
長 

上
原 

隆
弘

課
長
補
佐

多
川 

信
之

生
涯
学
習
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
関
口 

昌
和
・
槙
本 

妙
子
・
井
口 

瑞
穂

課
長
補
佐 

六
郷 

寛

文
化
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
山
縣 

宏
爾

千
代
田
中
央
公
民
館

館
長 

三
宅 

正
登

北
広
島
町
図
書
館

専
門
員 

池
田 

慶
子

芸
北
高
原
の
自
然
館

白
川 

勝
信

戦
国
の
庭 

歴
史
館

専
門
員 

沢
元 

史
代

◎
芸
北
支
所
　

０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
０
（
代
）

支
所
長

小
笠
原 
登

自
治
振
興
課

課
長 

成
瀬 

哲
彦

振
興
係

係
長 

槙
原 

ナ
ギ
サ

専
門
員 

道
沖 

年
弘

花
屋 

澄
子
・
池
田 

直
哉

住
民
福
祉
係

係
長 

新
田 

洋
子

淀
渕 

朱
美
・
岡
本 

恵
美
子

産
業
建
設
課

課
長 

石
津 

正
孝

課
長
補
佐 

岩
見 

学

建
設
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
寺
川
浩
郎
・
村
竹 

明
治

課
長
補
佐

酒
井 

忠
典

産
業
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
道
沖 

み
ど
り
・
中
祖 

和
史
・
山
田 

歩
・
表
崎 

崇
樹

◎
大
朝
支
所
　

０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
２
１
１
（
代
）

支
所
長

平
田 

義
孝

自
治
振
興
課

課
長 

白
砂 

妙
子

課
長
補
佐

齋
藤 
幸
司

振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
片
岡 

英
昭
・
大
成 

純
一
郎

課
長
補
佐

五
反
田 
孝

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
洲
浜 

瑞
恵
・
佃 

千
賀
子
・
笠
道 

百
合
子
・
石
橋 

浩
治

産
業
建
設
課

課
長 

藤
浦 

直
人

課
長
補
佐

松
田 

順
正

建
設
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
平
田 

俊
文
・
佐
々
木 

靖

産
業
振
興
係

係
長 

山
本 

哲

田
中 

大
作
・
小
椿 

美
紀

◎
豊
平
支
所
　

０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
２
２
（
代
）

支
所
長

中 

英
雄

自
治
振
興
課

課
長 

藤
川 

秋
江

課
長
補
佐

竹
山 

賢
治

振
興
係

係
長 

藤
井 

泰
子

熊
谷 

忠
明
・
大
下 

裕
史

住
民
福
祉
係

（
課
長
兼
務
）

橋
坂 

知
佐
・
上
田 

久
美
子
・
小
川 

友
里
江
・

堀
亀 

志
津
江
・
室
坂 

時
子

産
業
建
設
課

課
長 

多
川 

孝
之

建
設
管
理
係

係
長 
足
利 

英
彰

池
松 

徹
・
真
倉 

仁
司

産
業
振
興
係

係
長 
洲
浜 

正
文

竹
下 

直
紀
・
近
藤 

貞
治
・
藤
堂 

崇
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◎
豊
平
病
院
　

０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
５
５
　

０
８
２
６ - 

８
４ - 

１
１
５
５

事
業
管
理
者

山
縣 

司
政
（
院
長
兼
務
）

副
院
長

板
垣 

衛
冶

診
療
部

外
科
長 

高
山 

孝
弘

診
療
支
援
部

部
長 

古
賀 

堅
太

放
射
線
科

芳
田 

英
俊

薬
剤
科

蒔
田 

和
佳

臨
床
検
査
科

川
手 

砂
和
子
・
菅
原 

勝

理
学
療
法
科

平 

健
蔵
・
日
南 

裕
子
・
藤
山 

一
宏

看
護
部

部
長 

岩
見 

兼
子

病
棟
看
護
科

サ
ブ

 

岩
田 

ま
き
子

山
本 

明
子
・
山
縣 

み
ど
り
・
中
野 

照
子
・
国
原 

裕
二
・

瀧
下 

満
・
村
上 

深
雪
・
小
濱 

賀
奈
与
・
福
井 

幸
子
・

松
田 

慶
子
・
上
田 

晃
平
・
今
井 

加
奈
子
・
松
本 

美
沙
子
・

桃
谷 

宏
光
・
池
野 

弥
生
・
久
野 

と
も
え
・
山
根 

美
佐
枝
・

信
本 

恭
子
・
小
蔦 

和
子
・
立
川 

敬
子

外
来
看
護
科

サ
ブ 

花
岡 

み
ち
子

矢
舖
田 

妙
子
・
丸
本 

江
里
子
・
岡 

弘
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

石
部 

恵
美
子
・
横
田 

妙
子
・
白
砂 

道
子

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

雪
田 

和
也

地
域
医
療
連
携
室

室
長
補
佐 

山
崎 

都
志
子

事
務
部

部
長 

境 

初
喜

総
務
係

係
長 

細
川 

敏
樹

藤
川 

弘
治

医
事
情
報
係

係
長 

佐
々
木 

靖
志

◎
北
広
島
町
消
防
本
部
　

０
５
０-

５
８
１
２-

１
１
１
９

消
防
長

一
部 

誠

総
務
課

課
長 

石
井 

雅
宏

総
務
係

（
課
長
兼
務
）

山
下 

稔
・
大
本 

恵
里

消
防
課

課
長 

田
辺 

弘
司

予
防
係

係
長 

野
上 

正
宏

山
田 

徹
・
笠
道 

宏
和
・
山
脇 

和
雄

警
防
係

係
長 

松
本 

浩
二

専
門
員 

森 

孝
行

救
急
係

係
長 

牧
原 

早
人

立
川 

貢

通
信
指
令
係

係
長 

今
知 

克
典

東 

正
治

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

一
部 

誠

副
署
長

田
辺 

弘
司

本
署

隊
司
令 

大
坪 

司

第
１
隊

隊
長 

土
井 

隆

隊
長 

牧
原 

早
人

今
﨑 

和
男
・
沖 

保
夫
・
中
村 

英
信
・
曽
我
部 

誠
司
・

西
田 

聖
仁
・
植
木 

亨
・
吉
田 

伸
也
・
別
府 

泰
明

隊
司
令 

松
本 

浩
二

第
２
隊

隊
長 

野
上 

正
宏

隊
長 

宗
下 

雅
弘

隊
長 

福
田 

雄
宏

立
川 

貢
・
山
下 

稔
・
山
脇 

和
雄
・
中
尾 

正
人
・

有
田 

俊
一
・
中
村 

兼
悟
・
越
智 

義
宏

芸
北
出
張
所

所
長 

原
嵜 

昇　

副
所
長引

地 

博
文

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

瀧
川 

利
夫
・
梅
木 

偉
久
・
箕
牧 

功
治

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）

藤
井 

文
典
・
隅
田 

雅
之
・
友
田 

秀
治

大
朝
出
張
所

所
長 

日
田 

靖
成

副
所
長加

藤 

孝
士

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

花
木 

敏
彦
・
斎
藤 

幸
男
・
大
下 

正
利

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）

岡
本 

和
馬
・
大
屋 

逸
人
・
渡
辺 

肇

豊
平
出
張
所

所
長 

立
川 

学

副
所
長森

藤 

一
樹

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

芳
邦 

光
也
・
今
本 

秀
智
・
前
﨑 

貴
正

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）

西
原 

敏
幸
・
下
西 

幸
典
・
渡
草 

孝
夫

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2011平成23年度
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chapter 05

人
事
異
動

　

こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
及
び

派
遣
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
に
採
用
さ
れ
た
職
員
を
紹
介

し
ま
す
。

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

村
上　

明
雄　
　

副
町
長

伊
藤　

敬
之　
　

総
務
課
長

中
村　

正
明　
　

企
画
課
長

末
田　

初
太
郎　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
長

岡
本　

守　
　
　

町
民
課
長　
　

清
水　

勇
二　
　

保
健
課
長

正
木　

秀
喜　
　

建
設
課
長

若
狭　

吉
明　
　

大
朝
支
所
長

沖
野　

昌
則　
　

芸
北
支
所
自
治
振
興
課
長

金
澤　

和
洋　
　

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
長

石
原　

正
行　
　

議
会
事
務
局
長

田
村　

道
三　
　

税
務
課
徴
収
対
策
室
長

平
田　

早
苗　
　

保
健
課
主
幹

吉
川　

一
乗　
　

千
代
田
中
央
公
民
館
長

松
島　

月
美　
　

北
広
島
町
図
書
館
主
幹

吉
崎　

文
子　
　

大
朝
支
所
自
治
振
興
課
長
補
佐

高
野　

ち
さ
子　

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
次
長
補
佐

河
野　

千
文　
　

環
境
管
理
室
専
門
員

板
倉　

寿
恵
美　

学
校
教
育
課
主
任
指
導
主
事

伊
東　

龍
也　
　

豊
平
病
院
医
師

織
田　

初
子　
　

豊
平
病
院

常
川　

幸
生　
　

豊
平
病
院

◎
派
遣
満
了
（
３
月
31
日
付
）

福
田　

幾
元
　
　
税
務
課
長

重
岡
　
尚
也
　
　
八
幡
診
療
所
長

池田 真未◆産業課
　春より、北広島町職員と
して地元で働けることを、
大変うれしく思います。今
まで育てていただいた、こ
の町や町民の方々のお役に
立てるよう日々努力しま
す。

加藤 祥子◆福祉課
　大好きな祖母と共に過ご
した北広島町に関わる仕事
に就きたいと思っていたの
で、北広島町役場で働ける
ことになり、非常に光栄で
す。誠意と思いやりのある
対応を心がけ、精一杯職務
に励みたいと思います。

日高 久美子◆税務課
　４月から職員として採用
していただきました。この採
用を機に北広島町に移りま
す。一日でも早く町民の皆
様のお役に立てるよう、ま
た北広島町がより住みよい
町になるように精一杯がん
ばりたいと思っております。

佐々木 理沙◆保健課
　大学を卒業後、５年間看
護師として勤めてきまし
た。保健師としての経験は
ありませんが、今まで培っ
てきた知識や技術を町民の
皆様のために生かしていけ
るようがんばりたいと思い
ます。

伊藤 新◆町民課
　就職難の時に就職するこ
とができ、とてもうれしく
思います。まだ公務員の仕
事はどんな事をするのか分
からないけど、どんどん仕
事の内容を知り吸収して精
一杯がんばっていこうと思
います。

小山 渓太◆町民課
　この度、採用していただ
き、生まれ故郷の北広島町
で働けることを大変うれし
く思います。町民の皆様の
声を真摯に受けとめ、皆様
が安心して生活できるよう
良い町づくりのため努力し
ていきたいと思います。

清水 鉄也◆上下水道課
　北広島町にある祖父母宅
には、幼き頃から大変お世話
になりました。この度は北広
島町から内定を頂き、帰郷す
る心持ちです。大学を卒業
してから紆余曲折を経て参り
ました。これからは北広島町
の為に人事を尽くします。

廣森 弥生◆保健課
　生まれ育った町の職員と
して働くことができること
を大変うれしく思います。
町民の皆様に安心して役場
に相談や手続きをしていた
だけるよう、仕事を１日も
早く覚え懸命に取り組んで
いきたいと思います。

後
方
右
か
ら

廣
森 

弥
生

佐
々
木 
理
沙

日
高 

久
美
子

加
藤 

祥
子

池
田 

真
未

前
方
右
か
ら

清
水 

鉄
也

小
山 

渓
太

伊
藤 

新

新
規

採
用
職
員

14Public Relations Kitahiroshima
2011.5



　　教職員の
定期人事異動

平成 23 年度の北広島町内の小中学校・

共同調理場などの定期人事異動があり

ました。校長を中心として町民の皆さ

んに信頼される学校づくりに努め、「確

かな学力」「豊かな心」「健やかな体」「信

頼される学校」をめざして、教育活動

を展開していきます。

体・徳・知の基礎基本で大きな夢を！

■小学校

地域 学校名 校長　(　) は前校 教頭　(　) は前校

芸
北

八幡小学校 平岡 泰俊 大濵 磨彦 （福山市立深津小）

雄鹿原小学校 栗栖 千賀子 由田 広富
芸北小学校 板倉 寿恵美 （北広島町教育委員会） 木村 忠由
雲月小学校 林 文麿 深見 直彦
美和小学校 佐々木 香代子 藤野 満

大
朝

大朝小学校 梶川 史子 （八重小） 向田 滝雄
新庄小学校 津田 泰成 龍河 登茂子 （安芸高田市立美土里小）

千
代
田

川迫小学校 佐々木 美代子 （豊平西小） 國當 信幸
八重小学校 稲垣 小百合 （安芸高田市立刈田小） 岡田 繁男

八重東小学校 佐々木 昭典 佐々木 良子
壬生小学校 山根 昌美 （三原市立北方小） 岡田 常雄
南方小学校 𠮷𠩤 陽壯 （福山市立宜山小） 中原 理恵
本地小学校 神川 義紀 津田 武子 （三次市立三和小）

豊
平

豊平南小学校 高杉 千賀子 （豊平東小） 多川 牧子
豊平西小学校 稲垣 喜久美 （廿日市市立宮島小） 大下 敏弘
豊平東小学校 國森 誠司 （三原市立久井南小） 宮川 登

■中学校

地域 学校名 校長　※ ( ) は前校 教頭

芸北 芸北中学校 鎌田 義昭 （安芸高田市立高宮中） 坂本 克義
大朝 大朝中学校 松島 尚志 （南方小） 永井 公平
千代田 千代田中学校 増田 隆 久川 伸介
豊平 豊平中学校 東川 智子 （廿日市市立阿品台中） 沖田 敬治
＊大朝小学校長は、大朝学校給食共同調理場長を、豊平中学校長は、豊平学校給食センター長を兼務

体罰、セクシャル・ハラスメント

　北広島町教育委員会では，児童生徒に対する体罰やセクシュアル・ハラスメントに関する相談に

応じています。

　いずれの相談窓口も女性の担当者も配置していますので，女性の担当者に相談したい場合は，そ

の旨をお申し出ください。

　プライバシーの保護及び秘密の保持は厳守します。

電話番号　050-5812-1863

相談時間　月曜日から金曜日まで（祝日及び 12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日までの日を除く。）の

　　　　　午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
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こ
の
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
が

町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の
認
知
度
・
ブ

ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
元
気
な
地
域
を

創
る
こ
と
を
目
的
に
公
募
し
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
町
民
の
皆
様
に
自
由
に

使
っ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
名
刺
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
出
版

物
等
に
ご
使
用
い
た
だ
き
、
町
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

デ
ー
タ
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。http://w

w
w.kitane.jp

※
使
用
取
扱
規
程
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局（
企
画
課
内
）

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

ご活用ください。
北広島キャンペーン

ロゴ・キャッチフレーズ
「キタね！広いね！北広島」

キタね！
広いね！

北広島
　

北
広
島
町
で
は
、
地
域
の
活
性
化
・

空
き
家
の
有
効
利
用
の
た
め
、
新
規
定

住
促
進
の
た
め
の
各
種
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク

　

町
内
に
あ
る
空
き
家
を
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
北
広
島
町
へ
の
移
住
希
望
者

へ
紹
介
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
３
月

31
日
時
点
で
、
空
き
家
は
１
８
件
登
録

さ
れ
て
ま
す
が
、
希
望
者
は
１
８
５
名

も
登
録
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
空
き
家

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

地
域
内
に
空
き
家
が
あ
れ
ば
、
所
有

者
に
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
人
口
の
減
少
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
の
た
め
、
地
域
の
活
力
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
言
葉
を
聞
く

機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
北
広
島
町
へ

住
み
た
い
と
い
う
方
が
い
る
の
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
、
新
規
定

住
者
の
受
入
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
新
規
定
住
者
が
増
え
る
こ
と
は
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

住
宅
補
助

　

北
広
島
町
に
新
規
定
住
す
る
方
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
・
増
改
築
・
購

入
さ
れ
る
場
合
、
経
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
補
助
金
は
、
北
広
島
町

内
の
加
盟
店
で
使
用
で
き
る
地
域
通
貨

（
ユ
ー
ト
）
で
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

○
購
入
費
、
施
工
費
用
の
2.5
％
～
５
％

（
補
助
限
度
額
25
万
円
～
50
万
円
）

　

※
補
助
金
額
は
、
施
工
や
購
入
す
る

業
者
が
町
内
業
者
か
町
外
業
者

か
に
よ
っ
て
変
わ
る

○
申
請
者
あ
る
い
は
配
偶
者
が
40
歳
以

下
の
場
合
、
ま
た
は
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
10
万
円
を

加
算

対
象
者

○
65
歳
以
下
で
、
新
規
に
転
入
し
、
北

広
島
町
に
５
年
以
上
継
続
し
て
居

住
す
る
方

○
転
入
す
る
前
の
住
所
が
、
３
年
以
上

北
広
島
町
以
外
で
あ
る
こ
と

対
象
住
宅

○
住
宅
の
新
築
・
購
入
、
ま
た
は
増
改

築
費
用
が
３
０
０
万
円
以
上
の
も
の

　

※
国
、
県
な
ど
の
補
助
対
象
工
事
費

は
対
象
外
と
な
る

○
既
に
北
広
島
町
に
住
ん
で
い
る
方
の

場
合
は
、
転
入
日
か
ら
１
年
以
内
に

工
事
（
購
入
）
が
完
了
す
る
住
宅

※
注
意

　

年
齢
条
件
は
す
べ
て
補
助
金
交
付
申

請
時
点
（
住
宅
の
工
事
又
は
購
入
が
完

了
し
た
時
）
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
細
か
い
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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北広島町に住んでみませんか？

北広島町新規定住化促進対策事業

北広島町に住みたい人に空き家を提供しませんか？
問　企画課立地定住推進室

　０５０‐５８１２‐１８５６



■
広
島
広
域
都
市
圏
カ
ー
プ
共
同
応
援

　

「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
」
を
広
島
広
域

都
市
圏
内
（
広
島
市
と
つ
な
が
り
の
深

い
11
市
12
町
）
の
住
民
で
共
同
応
援
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
４
日(

土) 

　

午
後
２
時
試
合
開
始

　

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
戦

会
場　

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

募
集
人
数

　

３
０
０
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

小
学
生
以
下
は
大
人
同
伴
必
須

参
加
費　

３
歳
以
上　

１
５
０
０
円

応
援
方
法

　

外
野
指
定
席
で
、
広
島
広
域
都
市
圏

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
応
援
し
ま
す
。
参

加
者
全
員
に
カ
ー
プ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

圏
内
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
（
１
枚
に
５
人
ま

で
）
に
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、４
月
22
日
（
金
）（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、

宛
先
・
〒
７
３
０
‐
８
５
８
６
（
住
所

記
入
不
要
）
「
広
島
市
役
所
企
画
調
整

部
内
広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
」

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

左から株式会社アンデルセン吉田社長、湯﨑知事、竹下町長大朝小学校３年生（当時）全員で作った巣箱とともに記念写真

アンデルセンワインを知事に献上

北広島の大地から生まれた「志」

　北広島町八幡地区では、平成17 年から株式会社

アンデルセン・パン生活文化研究所が農業参入して

リンゴやブドウなどを栽培しています。この度、初

収穫したブドウを使用したファーストワイン「志」が

完成したのを受けて、湯﨑広島県知事を、アンデル

セン・パン生活文化研究所と北広島町で表敬訪問し、

ワインの出来映えと北広島農場について報告を行い

ました。「志」と名付けられたワインが新たな北広島

町産の名物として育つことを期待しています。

北広島町ドリームメーカー事業巣箱完成

巣箱に夢を託して

　大朝小学校の松本大樹さん ( 当時３年生 ) が応募

した ｢ 大工さんになりたいので、大工さんに手伝っ

てもらって、鳥の巣箱を作って鳥に住んでもらいた

い ｣という夢が、平成 22 年度北広島町ドリームメー

カー事業で応援する夢に選定されました。その夢

をかなえる第一歩として、３月14日に創作活動セ

ンターで、北広島町ドリームメーカーの暮町昌保さ

んと、地域の方の支援を受け、大朝小学校３年生 ( 当

時 ) 全員で小鳥用巣箱を作りました。

左から小里茂樹同窓会会長、日原佐奈江生徒会長、剃田倫哉生徒会副会長

千代田高校ベンチ寄贈式

同窓会からの贈り物

　３月９日、千代田高等学校同窓会が千代田高

校にベンチを寄贈しました。ベンチは生徒が利

用する最寄りのバス停や高校内などに設置され

ます。生徒会副会長の剃田倫哉さんは「生徒が

バスを座って待てるようになった」とうれしそ

うに語り、生徒会長の日原佐奈江さんは「何年

経っても学校を思う気持ちを感じた」と先輩た

ちからの贈り物に自分の高校の歴史を感じたよ

うでした。

17 Public Relations Kitahiroshima
2011.5



　
康
　
通

健

信

第 74 回

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん

～
元
気
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
～

　

ま
め
マ
メ
ラ
ジ
オ
体
操
紹
介
コ
ー
ナ
ー

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
ラ
ジ
オ
体
操
し
て

い
ま
す

　

田
原
の
小
田
フ
サ
子
さ
ん
と
田
丸
絹

子
さ
ん
は
、
毎
朝
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト

の
音
声
放
送
を
聴
き
な
が
ら
、
「
ラ
ジ

オ
体
操
」
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
朝

の
一
番
忙
し
い
時
間
で
す
が
、
き
た
ひ

ろ
ネ
ッ
ト
か
ら
流
れ
て
く
る
「
ラ
ジ
オ

体
操
」
が
始
ま
る
と
、
何
は
さ
て
お
き

体
操
を
し
ま
す
。体
操
を
す
る
こ
と
で
、

一
日
の
活
動
の
始
ま
り
に
な
り
、
そ
の

日
一
日
元
気
に
過
ご
せ
る
そ
う
で
す
。

お
友
だ
ち
同
士
の
集
ま
り
で
も
、
み
ん

な
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ

体
操
を
す
る
と
、
「
肩
コ
リ
が
楽
に
な

る
」
「
体
が
軽
く
な
る
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

都
志
見
に
お
住
ま
い
の
児
玉
サ
ガ
ヨ
さ
ん

は
、
明
治
44
年
生
ま
れ
の
99
歳
、
５
月
に
は

100
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
夫
を
原
爆
で
亡
く
し
、

４
人
の
子
ど
も
を
女
手
一
つ
で
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
子
ど
も

さ
ん
が
毎
日
、
立
ち
寄
っ
て
世
話
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
聞
は
毎
日
全
部
読
ま
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
に

も
詳
し
い
で
す
。

　

元
気
の
秘
訣
は
、
親
か
ら
も
ら
っ
た
こ
の
体
。

病
院
へ
は
定
期
的
健
診
に
行
き
、
先
生
が
往

診
に
行
っ
て
や
ろ
う
か
と
言
わ
れ
て
も
、
断
っ

て
、
通
院
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
特
に

悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
そ
う
で
す
。
物
を
大
切
に

し
て
お
ら
れ
、
得
意
の
裁
縫
で
、
セ
ー
タ
ー
を

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
に
加
工
し
た
も
の
等
を
拝
見

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
て
も
、

畑
仕
事
等
、
で
き
る
こ
と
は
、
あ
れ
も
や
り
た

い
、
こ
れ
も
や
り
た
い
と
考
え
る
そ
う
で
す
。

若
い
頃
、
昭
和
３
年
に
学
校
を
卒
業
し
て
か

ら
の
６
年
間
、
当
時
で
は
珍
し
く
東
京
で
就

職
さ
れ
た
こ
と
、
も
っ
と
勉
強
し
た
か
っ
た
こ

と
等
を
お
聞
き
し
、
何
事
に
も
、
前
向
き
に

生
き
て
こ
ら
れ
た
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

（
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
取
材
班
）

ま
め
マ
メ

き
た
ひ
ろ
し
ま

芸
北
の
坂
井
健
作
さ
ん
の
作
品

　

い
つ
も
は
２
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
が
弟

の
お
世
話
役
。
で
も
今
日
は
、
円

ま
ど
か

ち
ゃ

ん
が
昊こ

う

君
を
独
り
占
め
！　

と
っ
て
も

い
い
笑
顔
で
す
。

千
代
田
の
山
本
真
紀
恵
さ
ん
の
作
品

　

大
好
き
な
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
パ
チ

リ
。
で
も
お
父
さ
ん
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
迷

惑
顔
。
二
人
お
そ
ろ
い
の
坊
主
頭
も
す

て
き
な
一
枚
で
す
。

１
日
何
回
笑
っ
て
い
ま
す
か
？
　
笑
顔
の
写
真
優
秀
作
品
の
紹
介
そ
の
２

　

健
康
増
進
計
画
「
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
推
進
委
員
会
で
は
、「
町
民
の
み
な

さ
ん
が
笑
顔
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
お
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
、

笑
顔
の
写
真
を
募
集
し
ま
し
た
。
推
進
委
員
会
で
選
ん
だ
素
敵
な
笑
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

　

た
ば
こ
が
体
に
良
く
な
い
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
。

　

で
も
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
の
も
た
ば
こ
。
そ
れ
は
、
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

に
な
っ
て
い
る
か
ら
。
い
ろ
い
ろ
試
し
て
も
禁
煙
で
き
な
い
時
は
お
医
者
さ
ん
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
禁
煙
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.nosm
oke55.jp

昊くん大好き！

山本家の毎日
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（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
「
危
険
物
取
扱
者
試
験
」
及
び
、「
消
防
設

備
士
試
験
」
の
試
験
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
試
験
会
場
は
広
島
市
に
つ
い
て

の
み
の
掲
載
で
す
。
そ
の
他
の
試
験
会
場
・

日
程
に
つ
い
て
は
消
防
署
、
ま
た
は
出
張
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Fi
re

fig
hting spirits防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

IP050-5812-1119

５
月
31
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

３
月
15
日
～
５
月
５
日
　
林
野
火
災
特
別
警
戒
実
施
中

　

町
内
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し

た
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
お
話
を
良
く

聞
き
ま
す
。
命
を
救
う
た
め
、せ
っ

か
く
購
入
し
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
。
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
、
早
く
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
設
置
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
あ
れ

ば
、
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
設
置
済
み
の
ご
家
庭

を
見
ま
す
と
、
誤
っ
た
位
置
に
取

住宅用火災警報器

買いっ放しにしてませんか？

平成 23 年度 危険物取扱者試験
消防設備士試験

試験会場・広島市の日程

■危険物取扱者試験

試験日
試験

（種類）
受付期間

合格

発表

６月 26 日
甲・乙

丙（全類）

（書面）４/22 ～５/６

（電子）４/19 ～５/３

７月

中旬

11 月 27 日
甲・乙

丙（全類）

（書面）９/27 ～ 10/11

（電子）９/24 ～ 10/ ８

12 月

中旬

■消防設備士試験

試験日
試験

（種類）
受付期間

合格

発表

８月 28 日
甲（全類）

乙（全類）

（書面）６/24 ～７/８

（電子）６/21 ～７/５

９月

中旬

平成 24 年

２月 12 日

甲（全類）

乙（全類）

（書面）12/ ５～ 12/19

（電子）12/ ２～ 12/16

３月

中旬

（財）消防試験研究センターホームページ　http://www.shoubo-shiken.or.jp/

り
付
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
信
頼
の
置
け
る
機
器

も
、
正
し
い
位
置
へ
設
置
さ
れ
な

い
と
、
誤
報
の
原
因
に
な
る
他
、

い
ち
早
い
感
知
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
取
り
扱
い
説
明

書
を
良
く
確
認
し
、
適
正
な
位

置
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
は
５
月
末
ま

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
買
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
箱
に
入
っ
た
ま
ま
で
す
。」

壁に取り付ける場
合は、この範囲に
設置しましょう！

天井にくっつけない！

15cm

50cm

壁や梁から 60cm 以上離し
た位置に設置！

梁や鴨居に
設置しない！
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電
子
申
請
や
試
験
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
下
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



くらしの情報

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

■
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
や
っ
て
く
る

　

北
広
島
町
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
を
開
催
し
ま
す
。
北

広
島
町
で
は
、
平
成
19
年
８
月
25
日
に

開
催
し
て
以
来
の
２
回
目
の
体
操
会
で

す
。前
回
は
約
２
４
０
０
人
が
集
ま
り
、

盛
大
な
体
操
界
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

も
朝
の
気
持
ち
の
良
い
空
気
を
す
っ

て
、
元
気
よ
く
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
23
年
５
月
25
日
（
水
）

開
場　

午
前
５
時
30
分

開
会
式　

午
前
６
時　
　

閉
会
式　

午
前
６
時
40
分

会
場　

大
朝
運
動
公
園

参
加
方
法　

入
場
自
由
（
無
料
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
中
継
放
送
予
定

　

平
成
23
年
５
月
25
日
（
水
）

　

午
前
６
時
30
分
～
６
時
40
分

協
力
団
体

　

北
広
島
町
内
各
郵
便
局
・
北
広
島
町

体
育
協
会
・
北
広
島
町
体
育
指
導
委
員

協
議
会
・
大
朝
人
く
ら
ぶ

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
４

■
重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
対

象
用
具
の
追
加

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
重
度
身
体
障

害
者
日
常
生
活
用
具
に
新
た
な
用
具
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
追
加
し
た
用
具
は
次
の
と
お

り
で
す
。

用
具
名

動
脈
血
中
酸
素
飽
和
度
測
定
器
（
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
）

給
付
対
象
者

呼
吸
器
機
能
障
害
３
級
以
上
も
し

く
は
心
臓
機
能
障
害
３
級
以
上
又

は
同
程
度
の
身
体
障
害
者
で
あ
っ

て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
。

公
費
負
担
限
度
価
格
及
び
耐
用
年
数

　

価
格
５
万
円　
　

耐
用
年
数
５
年

※
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は
動
脈
血

の
酸
素
飽
和
度
を
容
易
に
（
体
に
針

を
刺
し
た
り
切
っ
た
り
す
る
こ
と

な
く
）
測
定
で
き
、
心
肺
機
能
が
正

常
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
測
定
の
結
果
か
ら
、
症

状
の
変
化
を
知
り
、
予
防
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
役
場
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
福
祉
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
妊
婦
健
康
診
査

　

平
成
22
年
10
月
６
日
か
ら
、
妊
婦
健

康
診
査
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
抗
体
検
査
が
、

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
ク
ラ
ミ
ジ
ア

抗
原
検
査
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に
妊
娠
届

け
出
を
し
、
母
子
健
康
手
帳
お
よ
び
妊

婦
健
康
診
査
受
診
券
等
の
交
付
を
受

け
、妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

　
　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
肝
臓
週
間

　

毎
年
５
月
の
第
４
週
は
「
肝
臓
週
間
」

で
す
。

　

日
本
で
は
年
間
約
３
万
４
千
人
も
の

人
が
肝
が
ん
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
Ｂ
型
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
で
す
。
ま
た
Ｂ

型
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
・
感
染

者
は
合
わ
せ
て
３
０
０
万
人
以
上
と
も

推
定
さ
れ
、
肝
炎
は
「
身
近
な
」
病
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。肝
炎
を
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
今

ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
検
査
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
総
合
・
巡
回
健
康
診
査
に
お
い
て
、

無
料
で
検
査
が
で
き
ま
す
。

○
ま
た
、
広
島
県
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
無
料
検
査
を
受
託
医
療
機
関

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
無
料
検
査
の

で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
役

場
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
同
年
会
２
０
１
１

　

「
還
暦
を
祝
う
会
」
開
催
！

　

千
代
田
地
域
で
は
、
60
歳
を
迎
え
ら

れ
た
方
を
対
象
に
「
同
年
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
卒
業
学
校

に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
年
の
者
が
集
ま
り

北
広
島
町
発
展
の
た
め
の
「
輪
」
づ
く

り
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
開
催

す
る
も
の
で
す
。
平
成
23
年
度
は
、
町

外
居
住
者
も
加
え
親
睦
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
同
年
者
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

昭
和
25
年
４
月
２
日
～
昭
和
26

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

日
時　

平
成
23
年
６
月
19
日

場
所　

広
島
北
ホ
テ
ル

申
込
期
限　

５
月
19
日
（
水
）
ま
で

問　

千
代
田
中
央
公
民
館

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
２
４
９
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The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

■
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
（
設
置
・
維

持
管
理
費
）
補
助
金

○
設
置
補
助
金

　

町
で
は
、
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

区
域
以
外
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
へ
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

今
年
度
設
置
希
望
の
あ
る
方
は
役
場
上

下
水
道
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

補
助
金
限
度
額 

処
理
浄
化
槽
の
１
年
間
分
の
維
持
管
理

に
要
し
た
費
用
と
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
の
使
用
料
と
の
差
額
を
補
助

金
限
度
額
内
で
年
額
と
し
て
交
付
し
ま

す
。
対
象
の
方
は
、
４
月
・
８
月
・
12

月
の
い
ず
れ
か
該
当
の
月
に
補
助
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
課
管
理
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

　
　

各
支
所
産
業
建
設
課

■
平
成
23
年
度
慰
霊
巡
拝

　

政
府
は
、
旧
主
要
戦
域
と
な
っ
た
陸

上
や
、
遺
骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上
等

に
お
け
る
戦
没
者
を
対
象
と
し
て
、
遺

族
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
慰
霊
巡

拝
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

巡
拝
地
域
は
、
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ

ル
、
中
国
、
パ
ラ
オ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄

島
な
ど
で
す
。

　

参
加
対
象
者
は
戦
没
者
の
遺
族
で
配

偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
と

な
り
ま
す
。
都
道
府
県
の
推
薦
者
の
中

か
ら
、
参
加
経
験
の
な
い
方
を
優
先
し

て
決
定
さ
れ
ま
す
。
巡
拝
の
時
期
な
ど

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

福
祉
課
福
祉
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
平
成
23
年
度
介
護
保
険
料

　

平
成
23
年
度
の
所
得
段
階
別
の
介
護

保
険
料
額
は
、
平
成
22
年
度
の
保
険
料

と
同
額
と
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
料

は
前
年
の
所
得
状
況
で
段
階
を
決
定
す

る
た
め
、
前
年
の
所
得
に
変
動
が
あ
っ

た
方
は
保
険
料
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

◎平成 23 年度所得段階別介護保険料

所得段階 対象者 保険料率 年額保険料

第１段階 町民税非課税世帯で、生活保護・老齢福
祉年金受給者の方

基準額
× 0.5 27,120 円

第２段階 町民税非課税世帯で、合計所得と課税年
金収入額の合計が 80 万円以下の方

基準額
× 0.6 32,544 円

第３段階 町民税非課税世帯で、第２段階対象者以
外の方

基準額
× 0.75 40,680 円

第４段階
（特例）

町民税課税世帯で、被保険者本人が町民
税非課税かつ合計所得と課税年金収入額
の合計が 80 万円以下の方

基準額
× 0.85 46,104 円

第４段階 町民税課税世帯で、被保険者本人が町民
税非課税の方

基準額
× 1.0 54,240 円

第５段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 125 万円未満の方

基準額
× 1.15 62,376 円

第６段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 125 万円以上 200 万円未満の方

基準額
× 1.25 67,800 円

第７段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 200 万円以上 400 万円未満の方

基準額
× 1.5 81,360 円

第８段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 400 万円以上の方

基準額
× 1.75 94,920 円

ま
す
。（
平
成
23
年
度
の
保
険
料
が
決

定
さ
れ
る
の
は
７
月
に
な
り
ま
す
。）

な
お
、
平
成
21
年
度
介
護
報
酬
の
改
定

に
よ
る
保
険
料
上
昇
分
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
３
年
間
、

そ
の
半
額
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
　

保
健
課
介
護
保
険
係

　

０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
５
３

問

人槽区分 補助限度額 住宅の形態等に

よる区分

5 人槽 554,000 円 延べ床面積 130

㎡未満

7 人槽 679,000 円 延べ床面積 130

㎡以上

10 人槽 888,000 円

浴室及び台所等

が 2 箇所以上の

二世帯住宅

　

単
独
処
理
浄
化
槽
を
有
す
る
場
合
の

専
用
住
宅
等
に
係
る
補
助
金
額
は
、
上

記
に
９
万
円
を
加
え
た
額
と
し
ま
す
。

○
維
持
管
理
補
助
金
（
千
代
田
地
域
・

豊
平
地
域
）

　

既
に
小
型
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、

適
正
な
維
持
管
理
（
保
守
点
検
及
び
清

掃
）
を
行
っ
て
い
る
方
へ
、
小
型
合
併
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くらしの情報

　

◎困ったときは、消費生活相談室へ ! !
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０５０ - ５８１２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

注意！

震災に便乗した悪質商法

費者トラブルStop 消
■
不
審
電
話
、
詐
欺
事
件
に
ご
用
心

　

今
年
に
入
り
、
不
審
な
電
話
や
訪
問

が
多
発
し
て
お
り
、
広
島
県
内
で
実
際

に
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
な
ど
の

被
害
に
あ
っ
た
方
も
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
や
訪
問
の
具
体
例

○
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
×
×
円
あ

り
、
今
月
中
に
振
り
込
む
の
で
口
座

番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
口
座
残

高
の
桁
数
を
聞
い
て
く
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

○
厚
生
労
働
省
の
◇
◇
で
す
が
、
年
金

の
還
付
金
が
あ
り
、
県
の
職
員
を
自

宅
に
行
か
せ
る
の
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
社
会
保
険
庁
の
△
△
で
す
。
×
月
に

お
知
ら
せ
し
た
特
別
医
療
給
付
金
の

期
限
が
今
月
末
な
の
で
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話
で
振

込
み
の
手
続
き
を
案
内
し
ま
す
。

あ
わ
て
ず
冷
静
な
対
応
を

　

国
や
県
、
あ
る
い
は
役
場
の
職
員
が
、

還
付
手
続
き
の
た
め
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
預
か
る
こ
と
や
、
銀
行
な
ど
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
で
、

金
銭
の
引
き
出
し
や
振
込
み
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
際
に
は
、

お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
被
保
険

者
証
を
渡
し
た
り
、
個
人
情
報
（
生
年

月
日
、
口
座
番
号
、
暗
証
番
号
）
を
教

え
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
審
電
話
の
電
話
番
号
に
折

り
返
し
連
絡
せ
ず
に
、
役
場
・
支
所
、

最
寄
り
の
警
察
署
の
電
話
番
号
を
確
認

し
た
う
え
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

問　

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　


０
８
２
‐
５
０
２
‐
７
８
２
２

※
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
県
内
で
発
生

し
た
事
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

　http://w
w

w.kouiki-hiroshim
a.jp

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
普
及
事
業

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
住
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
設
置
補
助
の
申
請
を
４
月
か
ら
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
同
時
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
や
断
熱
材
な
ど
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
を
行
う
場
合

補
助
金
額

　

７
万
円（
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

※
こ
ま
か
い
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

企
画
課
企
画
調
整
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６
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アドバイス

　災害時の混乱や、被災者を支援したいと

いう気持ちにつけこんだ便乗商法と疑われ

る事例が全国で発生しています。今後被害

が広がる可能性がありますので、被害防止

のために紹介します。

　北海道などのカニや水産物の電話勧誘販

売は以前からよく行われている商法で、そ

れが本当に義援金になるかどうか、消費者

にはすぐに確認できません。疑問を持つよ

うな勧誘であれば、その場で返事をせず、

よく調べてみることが大切です。

　補助金などの公的な制度については、業

者の説明をうのみにせず、必ず自治体に確

認しましょう。その場ですぐに契約しては

いけません。頼んでもいないのに押しかけ

てきて、しつこく勧誘する業者には特に注

意してください。

相談１

　「北海道産のカニを半額で買わないか、

売上金の一部を震災の義援金にする」との

電話勧誘があった。信用できるだろうか。

相談２

　「行政から補助金が出る」と、震災後の

リフォーム工事の勧誘が両親の家にあっ

た。本当だろうか。
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」

４月４日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人 明和会 介護支援専門員、看護師他

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）・看護助手

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師・介護職員

北広島町豊平病院 薬剤師・理学療養士

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 大型ウイング運転手

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 ホール・フロント・キャディ・経理

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員

広島北ホテル バーテンダー・レストランスタッフ

株式会社大上自動車工業 千代田工場 電装工・塗装工

株式会社タック 交通誘導警備員

ガスト広島千代田店 接客・調理等

美和運送 株式会社 運送業

有限会社 カーステーション織田 自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 修理・電気工事

株式会社ダイケン広島支社 ホテル客室清掃・ホテル共用部屋清掃

焼肉 河九 調理

株式会社フレスタサンクス店 レジ・品出し・パック作業・調理・総菜

丸二株式会社 製造

石橋飲料株式会社（田原温泉） 接客業務・厨房助手など

郵便事業（株）千代田集配センター 郵便配達

郵便事業（株）大朝集配センター 郵便配達

株式会社ワークスタッフ　広島営業所 作業員

広島イーグル株式会社 管理購買業務・プレス加工・検査

株式会社クリエイト・エンジニア 検査員

広島アルミニウム工業株式会社 輸送用機械器具製造

株式会社 A コープ中国 A コープちよだ店 レジ

カトウ家具工芸有限会社 家具製造業

エコテクノ株式会社 フロント営業

広島アルミニウム工業 株式会社 郵送用機械器具製造業

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー

株式会社 ワールドインテック 製造工

有限会社 千代田ハーネス ハーネス組立・検査

株式会社 日本テクノクリエイティブ 倉庫内荷降ろし作業

小島紙器工業 株式会社 千代田工場 紙箱の製造

西川物産株式会社 千代田工場 内職

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 乳製品販売

株式会社 マツヤ専門調理センター 調理補助

株式会社サンテック 電気設備

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,229 人 （－ 53）

    転　入 107 人

    転　出 140 人

　 出　生 11 人

　 死　亡 31 人

    世帯数 8,310 世帯 （+ ３）

>>> Population 人口と世帯

人情報コーナー求>>> \\\ 税情報

>>> Human rights 人権標語

思いやり

かんしゃのきもちで

ありがとう。

すなおな心で

ごめんなさい

>>> Editor's postscript 編集後記

◆何か大きな地震があったとの報に、テレ

ビで確認すると想像を超えた事態が映って

いました。震災で亡くなられた方の冥福を

お祈りするしかありません。私たちにでき

ることは何かを考え、被災地に支援を行う

とともに、大災害はいつ、どこで起きるか

わからないものと認識し、災害への備えを

日ごろからしておく事が大事なのだと思い

ます。自宅や職場で災害が起こった場合を

想像し、少しでも被害が小さくなるように

工夫していきましょう。

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

５月 31 日（火）

●軽自動車税

●固定資産税［１期］
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営みは続く、
ウリカエデ

高原からの花便り　№75

　

山や
ま
す
そ裾

か
ら
根
雪
が
遠
の
く
と
、
何
か
に
誘
わ

れ
る
よ
う
に
、
森
を
歩
き
た
く
な
り
ま
す
。
落

葉
樹
が
葉
を
開
く
前
、
明
る
い
陽
射
し
が
落
ち

る
苅
尾
の
山
に
は
、
大
き
な
枝
や
幹
ま
で
も
折

ら
れ
た
木
が
そ
こ
こ
こ
に
目
立
ち
ま
す
。
例
年

に
な
い
大
雪
が
も
た
ら
し
た
の
は
、
谷
の
残
雪

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

冬
を
乗
り
越
え
た
枝
か
ら
は
、
新
た
な
命
が
芽

吹
い
て
き
ま
す
。

　

ウ
リ
カ
エ
デ
は
カ
エ
デ
科
の
落
葉
樹
で
、
日

本
の
固
有
種
で
す
。
里
近
く
の
コ
ナ
ラ
林
の
中

に
も
見
ら
れ
、
近
縁
の
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
に
比

べ
、
数
は
多
く
な
い
よ
う
で
す
。
ウ
リ
カ
エ
デ

も
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
も
、
樹
皮
が
マ
ク
ワ
ウ
リ

の
皮
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
前

で
す
。
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
は
10
メ
ー
ト
ル
の
高

木
に
な
り
、
大
き
く
な
る
と
樹
皮
も
灰
褐
色
に

な
り
ま
す
が
、
ウ
リ
カ
エ
デ
は
大
き
な
も
の
で

も
６
～
７
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
高
木
で
す
。

　

春
先
に
は
多
く
の
カ
エ
デ
が
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
派
手
で
目
立
つ
花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も

ウ
リ
カ
エ
デ
の
花
は
、
淡
い
紅
色
を
し
た
冬
芽

の
鱗り

ん
ぺ
ん片

と
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
下
が

る
淡
黄
色
の
花
が
優
し
く
美
し
い
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
花
は
雌し

ゆ

う

い

し

ゅ

雄
異
株
で
、
葉
が
緑
に

変
わ
る
こ
ろ
に
は
果
実
の
翼よ

く

が
伸
び
は
じ
め
ま

す
。

　

葉
の
付
き
方
は
他
の
カ
エ
デ
と
同
じ
く
対た

い
せ
い生

し
、
秋
に
は
黄
葉
し
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
も
み

じ
の
よ
う
に
５
つ
や
３
つ
の
切
れ
込
み
が
あ
る

葉
よ
り
も
、
切
れ
込
み
の
無
い
葉
を
見
る
こ
と

が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

雪
で
折
れ
た
枝
は
私
た
ち
の
目
に
は
痛
々
し

く
映
り
ま
す
。
そ
の
隣
で
き
れ
い
な
花
が
咲
い

て
い
る
か
ら
よ
け
い
に
そ
う
見
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
花
を
咲
か
せ
る
健
全
な

木
が
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
い
つ
も
通
り
の

営
み
を
、
い
つ
も
通
り
に
続
け
る
こ
と
で
、
森

全
体
の
調
和
が
守
ら
れ
、
や
が
て
は
元
の
安
定

し
た
状
態
に
戻
っ
て
い
く
の
で
す
。
枝
を
失
っ

た
木
も
、
花
を
咲
か
せ
る
木
も
、
全
て
の
木
々

に
共
通
な
の
は
、
ひ
た
す
ら
生
き
よ
う
と
す
る

姿
で
す
。
大
き
な
雪
の
傷
跡
は
す
ぐ
に
は
消
え

ま
せ
ん
が
、
新
し
い
季
節
に
向
け
、
森
に
生
き

る
全
て
の
生
命
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
を
続
け

て
い
る
の
で
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


